


























































　　　　　調査対象地域は，おゆみ野南 5 丁目，全 1,143 世帯







学部『平成 29 年度 社会調査実習報告書 第 6 号』を参照されたい。
　また，2016 年には，同地域別町丁目を対象とする調査も実施済みであり，その調査結果は，














対象者の性別と小学生以下の子どもの有無に関する分布は，表 1 のとおりである。表 1 には調
査対象者の年齢分布も示したが，居住年数と相関が認められるため（r ＝.381　p ＝.000），分析






























20 代 26 8.3
30 代 44 14.1
40 代 97 31.0
50 代 66 21.1
60 代 40 12.8





















N 平均値 標準偏差 p 値
性　別
女性 181 5.17 2.863
0.008
男性 115 4.28 2.742
小学生以下の
子どもの有無
いない 204 4.55 2.903
0.018
いる 91 5.40 2.607
N 相関係数 有意確率
居 住 年 数 293 0.210 0.000
（％）
N 知っている 知らない
健康や医療サービスに関連した活動 309 44.3 55.7
高齢者を対象とした活動 310 35.2 64.8
障がい者を対象とした活動 308 17.9 82.1
子どもを対象とした活動 308 51.0 49.0
スポーツ・文化・芸術・学術に関連した活動 307 74.9 25.1
まちづくりのための活動 306 74.5 25.5
安全な生活のための活動 308 69.8 30.2
自然や環境を守るための活動 306 50.3 49.7
災害に関係した活動 308 54.9 45.1

















N 平均値 標準偏差 p 値
性　別
女性 171 1.77 1.782
0.000
男性 109 0.95 1.231
小学生以下の
子どもの有無
いない 195 1.31 1.659
0.043
いる 83 1.75 1.568
N 相関係数 有意確率







健康や医療サービスに関連した活動 294 12.9 81.6 5.4
高齢者を対象とした活動 296 2.4 89.9 7.8
障がい者を対象とした活動 293 1.0 92.8 6.1
子どもを対象とした活動 298 17.8 72.8 9.4
スポーツ・文化・芸術・学術に関連した活動 298 28.2 63.8 8.1
まちづくりのための活動 300 41.7 50.3 8.0
安全な生活のための活動 300 15.3 76.0 8.7
自然や環境を守るための活動 299 6.7 82.6 10.7
災害に関係した活動 299 18.7 72.2 9.0









　上記の２項目を含め，全ての項目において「あてはまる」群は 4 ～ 6 割を占めているが，こ
れは同時に，残る 4 ～ 6 割の人は，地域活動参加後に 6 項目に挙げたような変化がなかったと
回答していることを意味する。「あてはまらない」という回答割合に注目すると全ての項目にお
いて 1 ～ 2 割程度存在しており，地域活動によって個人に何らかの効用がもたらされるかどう
かには，かなりばらつきが見られる。
　「あてはまる」を 3 点，「どちらかといえばあてはまる」を 2 点，「どちらかといえばあてはま
らない」を 1 点，「あてはまらない」および「活動に参加したことがない」を 0 点としてそれら
を単純加算し，「地域活動効用度」尺度を作成した（α＝.963）。記述統計量は最小値 0，最大値

















活動を通して、私生活が楽しくなった 170 11.8 51.2 25.3 11.8
活動を通して、知り合いが増えた 171 9.4 39.2 29.2 22.2
活動を通して、自分自身が成長できた 171 6.4 37.4 36.8 19.3
活動を通して、新しい地域情報が得られた 170 12.9 47.1 23.5 16.5
活動を通して、社会に貢献していると感じた 171 4.7 35.7 37.4 22.2
























N 平均値 標準偏差 p 値
性　別
女性 175 5.96 5.437
0.000
男性 107 3.53 4.789
小学生以下の
子どもの有無
いない 191 4.45 5.261
0.008
いる 89 6.27 5.323
N 相関係数 有意確率




2 活動参加数 .569＊＊ ―



















このまちではリラックスできる 310 43.2 51.6 4.2 1.0
雰囲気や土地柄が気に入っている 311 45.0 47.3 6.1 1.6
このまちを歩くのは気持ちよい 312 51.9 43.9 3.2 1.0
お気に入りの場所がある 311 29.3 40.8 23.8 6.1
近所に友達や知り合いがいる 310 31.0 39.4 14.5 15.2
自分のまちという感じがする 311 27.0 42.4 23.8 6.8
このまちが好きだ 311 39.5 49.2 7.7 3.5
まちに思い出がある 310 22.9 36.8 26.8 13.5
まちに自分の居場所がある 311 26.0 41.2 26.0 6.8
このまちは住みやすい 313 46.6 47.0 4.8 1.6










































N 平均値 標準偏差 p 値 平均値 標準偏差 p 値
性　別




男性 118 0.01 1.006 -0.11 0.951
小学生以下の
子どもの有無




いる 98 0.18 0.908 0.12 0.912
N 相関係数 有意確率 相関係数 有意確率























モデル１ モデル２ モデル３ モデル４
β p 値 β p 値 β p 値 β p 値
性　別 0.030 0.594 0.046 0.416 0.034 0.539 0.029 0.601
子どもの有無 0.232 0.000 0.220 0.001 0.236 0.000 0.236 0.000
居住年数 0.376 0.000 0.372 0.000 0.394 0.000 0.374 0.000
活動認知数 0.114 0.098 0.151 0.027 0.124 0.061
活動参加数 0.036 0.688 0.142 0.035 0.072 0.412
活動効用度 0.182 0.042 0.215 0.015 0.215 0.001
N 266 271 268 272
p 値 p＜0.001 p＜0.001 p＜0.001 p＜0.001
R2 0.262 0.236 0.252 0.265

















 1） 調査地の千葉県千葉市緑区おゆみ野地域は，千葉市中心部からおよそ 10㎞の距離にあり，
1977 年以降，日本住宅公団（現，独立行政法人都市再生機構）が大型土地区画整理事業の
対象地として開発してきた地域である。人口 48,764 人，18,807 世帯（2017 年 3 月時点）
が暮らすこの地域は，3 つの町（おゆみ野・おゆみ野中央・おゆみ野南）で構成される。
2016 年の調査は「おゆみ野中央」の一部町丁目で，2017 年の調査は「おゆみ野南」地域の
一部の町丁目に全戸配布され郵送回収されたものである。当該地域の 2017 年 5 月時点の人










 3） 「このまちにずっと住みたい」の第 1 因子の因子負荷量は 0.757，第 2 因子の因子負荷量は






















 This study explains the impact that participating in community activities has on place 
attachment, focusing on the effects on individuals who take park in community activities. In 2017, a 
questionnaire was distributed to the Oyumino area in the Midori Ward, Chiba City, it garnered 317 
responses.
 A multiple regression analysis was conducted regarding the two factors that encompass place 
attachment; socio-environmental factors act as the dependent variable, and basic attributes, such as the 
gender of the survey participants, the number of years of residence in the area, and participation in 
community activities act as the independent variable.
 The analysis revealed that people’s socio-environmental attachment was connected to the 
duration of their residence in the community, whether they had children of elementary school age or 
younger, and their involvement in community activities. Above all, participants’ levels of attachment 
were strongly determined by whether anything had been gained from their experiences in community 
activities.
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